
エルシーブイ FM 第 45 回放送番組審議会 

 

 

１．日時  2014 年 7 月 17 日（木）13 時 30 分から 14 時 30 分 

 

２．場所  諏訪市四賀 エルシーブイ株式会社 本社 

 

３．出席者 委員定数 6 名 

        出席委員 4 名      宮坂 徹   委員長 

                  佐久 秀幸  副委員長 

寺澤 信行  委員 

河西 秀樹  委員 

 

欠席委員 2 名   関森 和広  委員 

宮坂 ちとせ 委員  

 

放送事業者側 8 名       河口 譲  代表取締役社長 

            吉澤 君弘  常務取締役 

伊藤 敏昭  取締役 

佐久 章展  放送制作部部長 

田中 淳司  放送制作部主事 

                  小池 利幸  放送制作部 FM 制作課長 

中島 裕子  放送制作部 FM 制作課 

矢島 高代  放送制作部 FM 制作課 

 

 

４．議事次第 

  ・番組審議会 宮坂徹委員長より開会の挨拶 

・「769 ラジオ」について審議 

  

5．議事の概要  

【審査番組】 

・LCV-FM は今年 1 月で開局 7 周年を迎え、3 月には富士見局の開局、7 月からは 

サイマル放送開始と現在 FM ラジオを取り巻く環境は大きく変化し、大きな 1 歩を

踏み出そうとしています。サイマル放送開始に伴い、LCV-FM を広く認知して頂く

と共に、地元リスナーのみなさんへの感謝の気持ちを込め、例年通り、７月６日を

「７６９の日」として、特番放送を行い、より地域に必要とされる情報発信基地と

しての役割を果たしていきたいと思います。 



 

 

 

「７６９ラジオ」に関する、主な意見としては 

 

    

・明るく、のびのびした印象を受けた 

 

   ・中継は聞いている人がもう少しイメージがわくように説明してほしい 

 

  ・番組の中で紹介があったイベントに行ってみようと思った 

 

   ・今までのせかせかした番組から安定した番組へと変わった印象 

 

  ・アプリのダウンロード説明はラジオでは難しいと感じたが、 

   リスナーからの問い合わせに番組中に答えたのは良かった 

 

  ・番組時間は今回の 4時間くらいで良いと思う 

 

  ・聴く機会が増えるよう、サイマルのＰＲは必要 

 

  ・地元のイベント紹介はコミュニティＦＭの使命だと思う 

 

・リスナーの反応も良く、今後は反応も活かした番組作りをしてみては 

 

・アプリを利用して若年層を意識した番組作りができるのでは 

 

・LCV-FMが変わる可能性を感じた 

 

・地域密着を意識した番組作りを 

 

 

以上、各委員から多数のご意見を頂きました。 


